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Ｍｅａｄｅ　ＬＸ２００-２００ＧＰＳ　＆　宮内光学　Ｂｊ-１００ｉＢＦ
家の屋上に設置した写真。双眼鏡を単体で使うときは、左に写っているフォークマウントにのせる
Ｍｅａｄｅ　ＬＸ２００-ＧＰＳ（２０ｃｍ）　と

　
宮内光学の　Ｂｊ-１００ｉＢＦ　銀河GALAXY 45　（10cmﾌﾛｰﾗｲﾄｱﾎﾟｸﾛﾏｰﾄﾚﾝｽﾞ45度対空双眼鏡）　　　　　　　　　　接眼レンズを交換して、２０ｘ　と　３７ｘ　になる

　を合体させました。もちろん別々にも使えます。

ＬＸ２００-ＧＰＳには、東芝の小型ノートパソコン　Ｌｉｂｒｅｔｔｏ　をつないであり、「ステラナビゲータ」の星図上で目的の天体をクリックすると自動導入してくれます。さすがに、視野中心にぴったり入るほどの精度はないですが、５０倍なら視野中央部付近に来ます。これでお気楽に星空散歩を楽しんでいます。
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この望遠鏡・双眼鏡は、本来は、右の写真のような形で、それぞれをそれぞれの用途で使うものでしょうが、私の場合、用途が同じなので、ＬＸ２００-ＧＰＳに大型双眼鏡を同架してしまいました。
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双眼鏡の重さが６ｋｇあるため、反対側に同じ重さのバランスウエイトが必要になります。従って、ＬＸ２００－ＧＰＳに１２ｋｇ以上を同架しています。しかし、標準状態で使うよりもバランスがきちんと取れているため、スムーズに問題なく動いています。しかし、メーカーの人がこれを見たら、「それ、保証の対象外！」と言うでしょう。

双眼鏡の重心が、かなり前（補正板側）に寄っているため、[image: image4.jpg]


バランスウエイトは可能な限り後ろに寄せてある。１個のバランスウエイトでバランスをとろうとすると、相当重いものを使わない限りバランスしないため、４分割ウエイトにした（黒円柱型、白円柱型、黒ドーム型、数珠型？）。ウエイトがフォークの底面ぎりぎりを通過する。
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一番下のおもりは、丸くしないと角が底面に当たってしまう。このドーム型ウエイトは、当然市販されていないので、鉛を溶かして型に流し込んで作った。型は、娘のご飯茶碗。
接眼部にかかっている数珠のようなものもバランスウエイト。釣りのおもりに針金を通して輪にした。これで完全バランス。ドーム型ウエイトのもともこのおもり。鉛は３３０度で溶ける。
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双眼鏡の重心が前に寄ったのは、接続部の構造上、そこしかないということもあるが、この位置だと頭をほとんど動かさずにシュミカセと双眼鏡を交互に覗ける。シュミカセの接眼部に付いているのは、電動フォーカサーと２インチ天頂プリズム（ミラーではない）、ＳＷ４０ｍｍアイピース。低倍率では、電動フォーカサーの有難味はない。
これのもう一つの売りは、レーザーファインダー。上の写真で、光軸調整ネジの付いた銀色の部分。　　　 ＬＸ２００は、もともとこの位置に５ｃｍファインダーが付き、アリ溝式で簡単に脱着できる。そこに笠井トレーディングで販売しているレーザーファインダーを、足に簡単な加工をして付けられるようにした。星雲星団などをお手軽に観望しようとする人には必需品でしょう。普通のレーザーポインターは赤い光だが、これはレーザー光が緑（人間の目の感度が一番高い波長）なのだ。緑の光が宇宙に向かって一直線に伸びて行き、望遠鏡が向いているところを指してくれる。天体の位置が頭に入っていれば、普通のファインダーで探すよりずっと早い。さらにこのレーザーファインダーは、夜なら目印が何もなくても光軸調整ができる。空に向けると、視野の中にレーザー光が見える。その光の先端が視野の中心に行くように調整すればいい。欠点は、気温が下がると電池の能力が落ち、光が弱くて見えなくなってしまうこと。天体を見るときは、当然レーザーを消す。

ステラナビゲーターが動いているパソコン
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パソコンとＬＸ２００-ＧＰＳは、シリアルポート（ＲＳ-２３２Ｃ）で接続する。リブレットには、シリアルポートがないため、ＵＳＢ←→ＲＳ-２３２Ｃ変換ケーブルで接続している。これで動くのか心配だったが、何の問題もなかった。なお、ＬＸ２００-ＧＰＳ側のコントローラーは、旧ＬＸ２００のとは別物で、マクストフカセグレンのＥＴＸシリーズと同じもの。ステラナビゲーターで、制御する望遠鏡を「ＬＸ２００」にしてはいけない。　　　　　　　　このパソコンの電池は、カタログ上４時間半もつことになっているが、まだ確認したことがない。
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ＬＸ２００の鏡筒に、双眼鏡やバランスウエイトではないにしろ、何かを背負わせたい場合は、ミード純正部品で「ピギィバック・ブラケット」というパーツがある。これが補正板側と主鏡側、（鏡筒を水平にしたときの）上側と下側両方に付けられ、合計４個付ければ、取付ベースになる。一般的には、これが一番簡単で確実でしょう。私の場合は、４個買ったにもかかわらず、いろいろな理由があって、ピギィバック・ブラケットは１個しか使わず、他の３箇所は手元にあった別な部品を使った。

　　　　　　　　　　　　右の写真は、その「別な部品」
写真で紹介しなかったが、シュミカセ用の双眼装置もある。やはり、両目で見た方がはっきり大きく見える。ただ、同一仕様のアイピースが２個ずつ必要なので金がかかる。アイピースは、同じメーカーの同じ型番の製品でも、製造ロットによって微妙に違いがある。双眼装置用のアイピースは、同じ店で同時に２個買わないといけない。（店の人に同じロットの製品かどうか確認すること。専門店なら的確なアドバイスをしてくれる）　
関係ないが、パソコンのデュアルＣＰＵも同じことがいえる。
私も昔、ばりばり観測したり写真を撮ったりしていた頃もありました。今、年寄りの部類に入ると、気軽に、しかし、きれいな星をながめて過ごしたいと思うようになりました。昔は、５cmとか8cmの望遠鏡で星雲を探して、うっすらそこにあるという「存在が確認できた」だけで喜んでいました。でも今は、どうせ見るなら、写真のようにとは言わないが、見て、「きれいだ」と思えるだけの性能のある機材で見たいと思います。主な対象は星雲・星団、彗星などなので、必要なのは、大口径、低倍率、広視野の光学系。たまには高倍率も欲しい。片目で見るより両目で見た方が大きく明るく見える。持ち運べて、設置・調整が楽な自動導入架台が必須。経験上、持ち運べるのは口径２０ｃｍが限界。これらの条件を満たすものを探してみたら、日本で入手可能な該当製品は、ここに紹介したものしかありませんでした。そもそも、パソコンで制御できる大型の自動導入経緯台というのは、ミードかセレストロンしかないようです。
そう！　双眼鏡を同架するには、経緯台でないとダメなのです。
この望遠鏡を実際に動かしてみると、操作は快適そのもの。パソコン画面上で見たい天体をクリックして天体情報を表示させ、導入ボタンをクリックする。少し大きめのモーター音とともに鏡筒が向きを変え、それと同時に緑色のレーザー光が回転サーチライトのように夜空を移動していく。目的天体近くにいくと移動速度が落ちて、「ピーッ」と音が鳴ると導入完了。空さえ暗ければ、きれいな天体像が視野内にあります。星雲星団には、双眼鏡が２０倍、望遠鏡が５０倍という倍率の組み合わせも最適。
このシステム全体が完成してすぐ、自宅（栃木県）の屋上でみてみましたが、あまりよく見えませんでした。有効最低倍率近くでみているため、バックグラウンドの明るさを増幅してしまい、暗い天体が見えません。北関東の夜は、透明度最高の晴れというのはほとんどあり得ません。特に、自宅では年間を通しても数えられるくらいの回数しかありません。これでは宝の持ち腐れ。
私は、福島県南会津町にあるペンション「楓林舎」をほとんど別荘のように使っています。何もないけど本物の星空があるところです。ここに望遠鏡保管倉庫を造り、その中に置いています。この望遠鏡・双眼鏡で見る散開星団は、小口径で見るのとは別物で、地味な散開星団がここでは主役になります。結局は、どんなにいい機材があってもその性能を生かす空がないとダメだし、逆に暗い空の下なら、今となっては特に大口径というほどでもない１０ｃｍ双眼鏡や２０ｃｍシュミカセでも別世界の星が見られます。
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